
 

平成27年３月 

多 治 見 市 

脱「消滅可能性都市」

に向けて 

 

討議課題集とは                  

 この討議課題集は、第７次総合計画を策定

するにあたり、市民、議会及び職員がこの討

議課題集をもとに討論するために作成したも

のです。第６次総合計画の成果を整理し、第

７次総合計画に引き継ぐべき課題を洗い出す

とともに、今後10年、20年先を見通し、取り

組むべき課題を提示しています。 

 なお、本計画に係る市民の意見は常に受け

付けていますので、市企画防災課第７次総合

計画策定事務局宛に、郵送・メール等の手段

によりお届けください（巻末参照）。  

討 議 
第７次総合計画策定 

課題集 



施策全般で市政満足度 
平成 20 年度（第６次総合計画初年度）と平成 26 年度の市民意識調査結果「市政への満足度」

の変化を棒グラフにしました。棒グラフが太線より右に伸びているものが６年間で満足度がアッ

プしている施策、左に伸びているものがダウンした施策です。 

施策全般で、市政満足度が向上していることが分かります。 

 

1 小中学生の学力・体力の定着への取り組み ▲ 0.10 0.17

2 小中学校における教育環境の整備 ▲ 0.10 0.00

3 芸術や文化に触れる機会 ▲ 0.30 ▲ 0.07

4 文化財の保存と活用 ▲ 0.03 0.14

5 生涯学習活動に参加する機会 ▲ 0.08 0.11

6 スポーツを楽しむ機会 ▲ 0.12 0.09

7 子どもの権利に関する意識の定着 ▲ 0.33 0.01

8 社会における男女平等意識の定着 ▲ 0.24 ▲ 0.14

9 人権意識の普及 ▲ 0.31 ▲ 0.07

10 企業誘致に向けた取り組み ▲ 1.18 ▲ 0.38

11 新しい分野の産業や企業の育成 ▲ 1.27 ▲ 0.82

12 中心市街地や商店街の魅力づくり ▲ 1.29 ▲ 1.02

13 農業振興に向けた支援 ▲ 1.16 ▲ 0.83

14 地場産業への支援 ▲ 0.88 ▲ 0.57

15 にぎわいを生み出す祭りやイベントの開催 ▲ 0.18 0.11

16 観光資源の充実や観光ＰＲ ▲ 0.67 ▲ 0.27

17 地域の特性にあわせた計画的な土地利用 ▲ 1.07 ▲ 0.85

18 にぎわい拠点としての多治見駅周辺地域の整備 ▲ 0.73 ▲ 0.26

19 景観保全への取り組み ▲ 0.55 ▲ 0.41

20 消防・救急体制の整備 0.34 0.67

21 大規模災害に備えた避難所整備などの防災対策 ▲ 0.38 ▲ 0.22

22 渋滞解消のための道路整備 ▲ 1.10 ▲ 0.90

23 簡易な補修や清掃などの道路の維持管理 ▲ 0.55 ▲ 0.30

24 交通安全対策や歩道などの整備 ▲ 0.63 ▲ 0.43

25 鉄道やバスなど公共交通政策 ▲ 0.71 ▲ 0.47

26 雨水の排水施設整備などの浸水対策 0.11 ▲ 0.04

27 地球温暖化対策と環境教育への取り組み ▲ 0.51 ▲ 0.35

28 公害防止やまちの美化などの生活環境の保全 ▲ 0.48 ▲ 0.22

29 ごみの減量化やリサイクルへの取り組み 0.49 0.51

30 まちなかの緑を増やす取り組み ▲ 0.12 ▲ 0.16

31 自然環境の保全や自然に親しめる場の整備 ▲ 0.31 ▲ 0.30

32 水道水の安定供給への取り組み 0.59 0.74

33 下水道整備、浄化槽設置など生活排水対策 0.49 0.68

34 幼稚園や保育園の保育サービス 0.01 0.13

35 子育て支援への取り組み ▲ 0.40 ▲ 0.05

36 支援の必要な児童に対する療育医療と育成 ▲ 0.53 0.01

37 健康増進に向けた情報提供や活動の機会 ▲ 0.07 0.22

38 市内の医療機関の充足状況 ▲ 0.26 0.37

39 高齢者に対する福祉サービス ▲ 0.43 ▲ 0.04

40 障がい者に対する福祉サービス ▲ 0.46 ▲ 0.07

41 介護保険事業や介護予防 ▲ 0.60 ▲ 0.12

42 障がい者と健常者の共生社会の実現に向けた取り組み ▲ 0.65 ▲ 0.40

43 地域で支えあう福祉体制 ▲ 0.59 ▲ 0.33

44 職員の市民への対応 ▲ 0.38 0.07

45 財政運営の状況 ▲ 0.96 ▲ 0.53

46 情報化社会への対応 ▲ 0.38 ▲ 0.20

47 市民への広報活動情報提供 0.07 0.21

48 市民参加の機会 ▲ 0.14 ▲ 0.04

49 地域と連携協力した防犯活動等の取り組み ▲ 0.29 ▲ 0.05

50 計画的な事業の実施や行政改革の状況 ▲ 0.70 ▲ 0.34

※「満足」２点、「やや満足」１点、「やや不満」▲１点、「不満」▲２点として集計


▲ 0.50 0.00 0.50 1.00

【教育・文化】 26年度20年度

【生活環境】

【保健・医療・福祉】

【行政運営・経営】

【産業・経済】

【都市基盤】

アップ ダウン 



今後力を入れて欲しい施策 
 平成 26 年度市民意識調査において、「今後力を入れて欲しい施策」について調査した結果です。

各施策の数値は、重要度が高いと考えている市民の割合を表しています。 
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渋滞解消のための道路整備 

鉄道やバスなどの公共交通の充実 

企業誘致や起業支援 

高齢者福祉の充実 

中心市街地の活性化 

小中学校における教育環境の充実 

子育て支援や少子化対策 

多冶見駅周辺地域の整備 

芸術や文化に触れる機会の充実 

自然環境の保全や緑化の推進 

小中学生の学力定着 

大規模災害に備えた防災対策 

地球温暖化対策 

市内医療機関の充実 

地域の防犯対策 

生涯学習の機会の充実 

地場産業の支援 

地域で支えあう福祉体制の構築 

計画的な行財政運営 

景観の保全 

観光資源の充実や観光ＰＲ 

スポーツの機会の充実 

介護予防事業の推進 

清掃や修繕などの道路の維持管理 

交通安全対策 

イベントや祭りの開催 

ごみの減量やリサイクルの推進 

障がい者福祉の充実 

消防・救急体制の整備 

人権意識の定着 

水道水の安定供給 

情報公開や広報活動の充実 

地域の農業振興 

下水道の整備 

健康増進事業の充実 

市政への市民参加の機会の充実 

その他 

（％） 

≪調査概要≫ 

※左の施策の中から重要度が

高いと考える施策を５つ以内

で選択 

※全回答者のうち重要度が高

いと回答した者の割合を表示 
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